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A new ultrasound method for showing 3-dimensional images and assessing liver 

volume displayed by use of computer graphics and simple device
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(Director; Prof. umihiro IID)

   New ultrasound method far showing 3-dimensional (3 - ) images of the liver and 

assessing the liver volume are described and illustrated. 
   ryhe system used in this study is built of a personal computer , normal ultrasono-

 rams, and a simple device for taking an angle o the transducer. It is made of a 

slant rule and attachment board. 

   With "Funning method", reconstructed images are given from serial sectional echo-

grams from several angles on same position. 
   With "45" method' the images are reconstructed from those o the same angle of 

45 degrees on several positions got by shifting transducer. On addition to giving f 

images, the volume of the subject, such as liver and tumor, can be obtained y use of 

this program. 

   By means of this method, 59 cases with liver disease were studied. Some of in-

teresting cases are presented. 

   It i suggested that to get the - images and to measure the liver volume are 

useful for the understanding of the condition in the patients with liver disease.

Key words: dimensional images o abdominal echorams , liver volume, computer 

            graphics, slant rule, device for taking an angle of the transducer
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驚簸ず腹部｡∴嘗州立俸表示及び正確な肝体積計測の新し

も､方法の開発を試みた 本法はごく一般的なエ=1---装置

とパ--ソづiL,二才ソピュ-タ,およびプロ-ブの角度を娩

班が3ための澄覇配器を用いた簡単な装贋を使用する廿鎚扇

形ノ合成法曹守は体表をこ置くプロ-フの位置を--魔とし角度

を変化遷せて撮った連続写霧から脅威する嘉法で凄さる"

鴇5度傾斜法学亨は趨5度懐ir㌢たプouWブを腹壁をこ添蒙-3せて

移動し その連続写薬か63雛がう全体像の窪終表示と終櫓

諾骨剤を行なう方法である抄家法は簡便であ約ぺ日､サで

浩gj娩時の酎二豪農と掻く 致したさ本法による肝終厳科ぎ3窪

∴ (.丁こ.卜､｣∴,∴tr畑瀕･'~､誉ti仁十∴ 佃lLj.:'-_:∫:i･Lit

1.十日甘二守1.二､告卜T.･÷_,:こし.･ i:′｢r'･ユ'I,

を用いた本法による嘉終表示や終横計測は,各種肝疾患

索引用誘:軒;i㍉ .･｢坐_JtipjL肝f棉誹1..r二:,_:.-

i..L･~∴ '. 'rl._;･､藩守‡.卑リ亘i日照眉

緒 言

各穫肝疾患によを封汗臓はそ殿形態や巌鼠に穫穂徽変化

をきたせことが知られておを33)望)外形や豪農を簡便をご計

測することが相能とな緑ぎ病態綱だ握や予後を終静uする

うえで極めて着用である.現在腹部の立体脅威ほだ甘

画像による平行スライスを履いて合成する方法3}が-般

匠一斗 亘 TLL'-;-1ノ:-1順部立休合成､'欄浩･言極り㌧二十

∴∴､.上4ぎ:Lr∴巨∴斗摘1ト ト'.酌触二･:h;,･.～.＼線

被曝を覚をサ瑠思す凝固の検査を行なうこともできるなどの

太きな帝臓を覇Lノている.奪私 署儀一は臨床に役立ち学

手軽に行なえる腹部ユニ2--鍔渡体表示と,閲時をこ正確な

二･Fl卜肝什情測.し上目.｢~工十関でU ,t'･工､F､桝,∵畑日

長紺な結果を得たので報嘗Dするe

対 象

ILL)汁丁:き1･と三-1二十∵照.L~打も十i､丁里 ∵＼J‖外来辛1工､

ぼ入院中の各種肝疾患を鷹する患者増望寒 く男望5風 教漫冒

Ii'...lt)歳-77歳～､甜(畑Yト二三./ 二月三三十十十: ,}･.

方 法

済工;打 '一･一~p.∴-‖L･1く･‥…Ii…】il右､血､訂.I.()(､

l州りIi-1∴ 十 ･･1車甘.;/シ昌､'L;･jI･日工了､頻合川い∴し1'l'

鞘ような正確な平行スライス像を得ることは審賂ではな

いセ1=1-日-かこおいてぼプmmプばあ軽減 る陵際と角度を

とりうるせそこで著者はニiソピュ-針プも-3ダXjム転各ス

となるようをこ脛成しノ漂こち窯たユニ諾MJ齢†劇装置としては
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および丑コ:V弼頂二体積測定をこ関する研究 こi.=)5

I/iltl1.2TLJllくillを.T.･=1こ-~ln沖､ortht､tr､J,tnS(iLlt_･t､ll.

酢量済み恩のような勾配幣を履いた簡単な角度計静穏装匿を

考察したB勾配掛こぼプラスチック艇が嫁斎され〆てお松雪

装置のほとんどが健周可能でありタブ田-プもuエア-辛
コンペッタス,セクタ-のいずれでも健済できる｡

二才:!･:､'I機器∴こ,代'～柵)I･_ト∴く_:-11㌧.り弘田

これによ巧各種の立体合成法を試みたが亨現在臨床的

に多済している方法は 銘顔形合成法野とu嶺5度傾斜法卵

# %
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岸:コンビ皿-タグラフィックスを用いた腹部エコー立体表示
およびエコ-下男常体横測定に関する研究

げ-′見上げチタを行なう形で連続写轟を撮りこれをコソピ:L-

タグラフィックスで合成する方法である(野量監中郡.

プを腹壁に添わせて移動し賢その逮統軍票から肝臓の変

ll.

本法は本来エ二才加をこよる正確な肝休機測定を行なうた

めをこ工表した方法であり,デジタイザ-再こより各スライ

ス面の肝辺縁のデ-タをコソピュ--タへ入力する(すな

わち,カ…ソルで肝辺縁をなぞる)とザその図形のデ-

タのディスクへの記録を行なうと同時をこ各スライス面の

商機及びその緩和が表示されるようにプログラムしてあ

るやこれをこスライス由を乗ずることをこより勝機を求める.

成 績

裾 濁形合成法 (鰐頚部腰轟例日

患者に呼吸を停止させておきプロ-プを20や-冒翰O窯

で慧S きざみに動かして連続撮影を行なうと,肝畳欝中馬

のような等霧が得られる平これの模式図上段の大きな門

は鰐頭部陵轟,中等度の閏が拡張した胆管予小さな門が

門脈,中段は胆管と門脈の安濃予軒磯は中肝静脈を藤し

ているhこの写轟をコソピ:i-∩-タグラフィックスをこより

合成した結果,W嵐鑑串鎧に示すような図が宰替られた持

ニタ-TVをこ表示した園でカラ如来藤である中)

ニーi57

断面図 蛋W量欝曲5∋のみでは立体関係をつかみにくい

がこれを立体合成することをこより鮮頭部の臓慶と門脈お

よび拡張した胆管がねじれる様に走行する様子が明らか

し了こ-∴上り.lily.:i.;I).tい.

刺 450傾斜法:

立)肝硬変例:肝硬変昭萎縮した肝減の-例を示す.

張度傾斜法では写轟は野嘉済中腎の様に肋骨陰影がかか

りきれいな画像をこぼならない"しかし肝辺縁を追う闘烹

柊に問題なく,またエニト-ではプライソドムとなるとされ

ている横隔膜下も亨ほとんどの場合,辺縁を追うだけな

∴1-!,IE:-日用巨1:I:子＼･･上 ミ.FiL,.Tl.∴トキ.._:ニト;--.I

グラフィックスをこより立体表示すると,肝養豚杉顔をこ示す

ように雨寮とも小さいが柊に肝終横をこ大きく関係する右

葉の革新が新著であった.また芳雄横計測では肝勝機が

558cm3と藤端をこ小さく,臨床的に.も患者は腹水,素敵

肝性昏睡などを伴う非代演性肝硬変の状態でÅ院中であ
る-A:ill-.1.7..那.

ii一軒細批叫l;LIZ:障冊封打､､刊･J,-I/i.i,.～)∴･十卜 両

葉に翌憾づっ (S望予S後学S5,S郡 の計4個所に猛威結

節を認めるがやこれをさまざまな角度か箪)見ることが可
臼巨二手言.､t-1iLT.リ･

豆もi)劇症肝衆目通塾肝炎ウイルスによる劇症肝炎の--一

柳こおいてや経略的に外形と肝体横の爵瞳を行なった.

審例は詣5歳の男性で予肝体格は入院登臼の測窪では且360
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寒鮒 豊麗凍変換予透析等の治療をこ転かかわらず救命しえ
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雄横を測定した.そのうちが珊二硬変患者望冒人をこついて原
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汁--プは迅型肝炎ウイルス護たぼ非A非防型肝針ウイル

スをこ起関する肝硬変で,しばしば腐水音翻転薮,籍菅二轍脳症

の状態となりÅ退院を繰り返す患者である,また肝細胞

癌を,什'日汗聴音 ･･=('LlL､I.LIim i,-'･∴ /.工伸二切緯沌

ll.､症例言陳牛工卜_､Tahlel∴

畑 .EI.'Ll.I川1二t.非代償性肝碓旦 ･L.I.t'lilヽ､いm卜∴｢ィ,∴-

プの平均は 595cm3,代償性肝硬変 (首iceom節J の平

.畑 と11tltIHlトト.:]こl 上.

r'･甘3校里車f暮上 し'､出棺 二

洩5度傾斜法による肝体横測産後 洩れ弓以翻こ死亡し剖
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験 した例が5例あり芦その比較を W誠息監慧にや示した8

穏5度傾斜法では体格 ∈cg蛸 を求めているfJ凄溜J検時の

蔽騒 く琵)とは観本納をこ殿なるが予比黍をほt,･ぎ息と髄窪

すると測定時から剖検まで期間がたっていなし､転のほど

艮1 一致し十 .rrilllltl.21..

考 察

奪回考案Lた扇形合成法の特長として,体表をこ近い部

分では だryよりも細かくセタシⅣ-iソができやCTでは
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捕捉できない胆管亨門脈,肝静脈等の細かい立体関係を

良くともえることができる翁しかし合成できる範囲はプ

ロ加プ縦幅と,名産見下げ-見上げ関のきく角度の範鞘内

であを),これは観察する部位をこもよるが灘波程度であるe

そ齢ため屠所的な変化の部位には適しているが大きく壁

体をとらえることには向かない砂全体像の描出闘銅5度

傾斜法の方が適しているd

これまでエコ-で肝終鴎を澄める場合をこぼ肝臓を垂挺

ilこ扮セタシ三ぎソしてその総和を潔めていた¢Lかむこの露

法では体格が鷹も太きい右葉外側の部分を正確をここ擬影す

プを正確をこ凌5度懐けることをこより,厳も体鱗の太きい左

葉内側から右葉前区域の撮影最終が段好 は り明瞭な映

像化が可能うとなるような櫓5度磯斜紋をコ譲Lた,この

櫓5度傾斜法でも左右面魂の且,望紋は撮鮮魚鉾が不良と

なるが,その部分の面積は小さく,従-了r誤農も小さく
:L:J二､.

また洩5度傾斜法は縦方向のセタシ-署ソであるため,呼

中主 ..卜∴いfL:し1■11車線∴刃t汗卜十T､･:､.｢′-JT＼◆∴ト二･

から苧呼吸かこより解毒闘こ位置がずれた場合断面図や断

面機は太幅に変わるが,本法で用いる縦方向のヰヱタシニ嘗

ソぼ呼吸をこより多少移動Lても断面の形状はさほど太き

くは変わに〕ないからである｡

またCWでは肝臓と消化管,心陰影予横隔隆纂などと

の境界が不明瞭な壌舎がしばしばありや肝臓の辺縁を正

確に㌦一滴もむためには読断に寮すする熟練を必要と滑Wる一時

に肝硬変のように萎縮した肝臓では呼吸による移動や横

締…畑＼･L再き二町l､卜町町J∴pt叫t7両LT:十甘辛5日帖U.･･-･:l▲

L::I.∴難?:. 1･十 I,一･'言辞両ti腺 ･r./ト川棚上

磯合でも,プをコ--プを細か宅動かしたり,臓器の呼吸に

よる動きなどかざ〉Uyをこけ比し数段正確をこそ齢境界を知

ることができる｡

以上より本法はUIWこ比して肝臓の全体像や体積を

より正確にとだjえることができると考えるや

本法で履いた特別な装置は野量隊長護に示したような

簡単な装置のみである｡この装置a)漉きな特段の----つぼヲ

エニト-のプtコ--ブの動きを全く制限Lないということで

めて藍費なことであり予日常のここ:I---診療をこおいてはプ

の境界をより正確に見極めているからである｡この点が

=1-∴7----が鵬がうUjrllなどの画像診断と大きく異なる薫で

あり,こ鍔)拳法Siこより街着は静まi=した画像よりも数段明

際をこ-対象の境界を見極めることが可能となる事務装置は

畑 かつコンパクトで携行をこも便利である才また,この

装置殿髄にも数穫榛殿装置を試作した良しかしその率で

とすことなくやそ殿ためをこ最も襲用約であったセ

腹部=r二言州をこおける立体脅威酌報告は極めて少なく賢

本法のような簡単で実用的な装際を用いた廃部ユニ諾-殿
∴弓十ゝ,JtlLト1､報告昌仙.(..･姐､,iL:-し'明日iハ ･∴ご∵::･-∴｢

プロ--プ齢位置と角度を手軽を調音-3ることが難しか-濃た

めと考えられる平CWと言責Hニような蓬確な平行スライス

像斗守･巨ir言t､…tこlt-i(･､'Hll)…‖〔in･llOハ十十日いも

な装贋澱用いればこの問題はある程度解決摩る畑 しか

しmlと同様のセタショソを行なう壌食紅は鏑運のよ
',∴頼り紺~.Lll移頼､-.十㌦隼ナ∵判.u!Li/､潮;･~~.…1tこit､i.､い

叫)日日Tltlげllい∵∴!'樟満腔卜立木∴守lt.十月紺網 仙tl(i

現在卵巣匿はかな幣束きく激動性に兜を･するや

望次元断面閣瞳用次元金成に関しては工学分野では古

くか£)様 な々手法蛸字書いられており,近年数学分野にお

みられているそこ5ソビュー-タグラフィックスもごく簡単

㍉-.キ∵､､㍉∴:/i'･.-トーJ'.｣､Lt､十丁工 ゴ了~トト斗i/･:
な拳法51がある-

本法をこブ削､たプ首コグラムは各種の二才yピ｡-タ周文献
に見られる方法6仰8)を泰考にして作成したオuジナル

であるが,基本的闘豊沼て周のプT3グラムを発展させ

たものである膵量欝.漫望)･このプロダラムではIE蘭か

ら灘を野で薮二として処理し 光eJ減弱鍔)義視と陰線鶴男き
く褒夏離う辺縁を破線で現わ動 をしてある.二才ソピ-i:-

タダラブィッタ射こぼ怒67磯節臣に線分の輝度を変えた方

法を邪 ､ている私のが多いが.輝度変調ではな(線分の

太さを変えて表現する方法とLた.これは通常のプリン

タ加で結果を打ち出Lてかしテ紅貼付できるようにする
ためであるかまたこ3ソピ､ユー-タグラフィックノ式にはレイ

トレ-シンダとい-つた拳法を月葺いて実物鍔)等轟が)ように

uアルな表現をする方法?)もある.しかい〆ずトレ---シ

ソグは現在のjL ソナルニ3㍍ピ:3:タではおよそ数十労

い､を川刊上県 ,廿日十十,∴､十十:･.:汁::吊･･∴上,r]

式は原則的闘烹ワイヤー-プレ-ムと呼ぼれる方式で,級

描で物体を衰謹製するqこの方式は表現のリアルさをこぼ欠

けるがデ-タの処理スピ-ドは早くァ本線掌躍使周して

り異なる)程度であるd



･.[_工､こ十二ェ二~ト ト廿1-帖吊ilj定i::..関守引甘左

このような線描でも十分な立体感がつかめるしカルテ

その髄-潤記鯨にも線描の方が都合が段い磯合も少なく
･＼∴,

また奪回開発した肝体横顔曜法について声その晴渡を

調べるためをこ劉焼野との比較を談義たす教体中と死後と

では芦肝臓の状態は累なり死亡時までをこぼ様射ご｣状態が

変化すると考えられるやまた肝比黍も脂肪肝以外は漫よ

りや畢尭きいホそ殿漂こめ単純をこ比較する訳をこ"はいかない

が予習級甑恩配せ翌をこ示Lた5例を慮る限り麻法にはそれほ

ど尭きな誤差は願いように思漆っれる甲

ユニ了川下で肝臓を観察L風くく明瞭に映像嘗たできない例

は誤差が太きくなる,すなか3ち極度をこ萎縮している肝臓

例では当然誤差は太きくなると考えぢ3れる｡

剖検員巧ことの比較結果や数例をこ紹なった鰐腎による得て二

極機測定結果との比較と考え食わせて普本法の誤差はお

また肝硬変の各橡病態における肝鉢櫓を比較Lたが,

淋こて

言紅{･Fll∴'､,.メ1て]{i､､■､･J､∴Li(n()(･‖1:ミ目上一､､1∴‥,十く】i

怖い･こl､､̀~鳩目湖畔;Ij守IH(_lL､i-T＼亘桔/､轟∴∴:日..r十'..

トi--1:ニ∴一.､':It1-/:仁'~十十 l十tjl､:い‖叩州トこも=日日∴'･'''-

ル--プぼ落穂画像診断率鼠親汚濁翻経過観察から豊-嘗鰐鰐の

町上り町/.1;ヱ7､.オ漕Jこ'/∴-'r_辛･二･.I.L'1Li).､∴､十,二

縮Lている雛二線をこぼ銅鰐鰐は発生しにくいかやあるい

は発壁した磯食をこぼ肝予殖髄の低軒などの理由で短鮮遷閣

/十十隼∴卜･ー:ト巨十二日.JI∴､IL:㍗

またや閲橡をこ肝硬変の肝体麟計顔穏翻結梁から賢肝紡機

が冒Wだm3昆軒かそれに近い愚者は容易をこ非代償貴明の

状態に陥身プやすいと判断される.

結 語

二子ソピュ-タグラブィソタスを欄も濃雁部:ユニヱ-立体

義示およびエ二才-wF肝体格測定を行ない損Yの結論を樽
:).･
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i) 舶腐形魯成法予予は,細かい部分釣立体合成をこ適する.

また CTでは描出できないような胆管,門脈,肝静脈,

経慶などの複雑な立体関係をとらえることができた.

2) 幽魂5度傾斜法"は肝全体像のような大きな対象の摘

出をこ湧する,また同好劉こ肝播鱗を求めることが可能であ

り,その約度は CTをこよる測定より数段優れている,

鋸 臨床上 肝終審が手軽に求められることは病態U)チ

襖を推測する上で藤めて着済であった,

稿を終わるにあたり,御指導予ご校閲を賜った腰､

師市沼文弘教授に深終なる感謝の意を褒 し渡す,

また,寮蚤な肝疾患例のデ---タおよび二言ソピ:L-

タプログラミングのア 書ごバイスを頂も濃 当第三内翻

教室の党餐方y並びに魔音波検査Mとの鷹接の御指導

と御助言を潤い薮こき当教室の尾崎俊聴覚私 上組朝輝

助教授をこ心より謝意を蒸 します,

_･ここ巨 木諭 し11要昌言昭和(甘1川日､里.]飾 吊 ･亨こ

肝臓学会廃部まで発表 した.
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